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活動推進費と森林機能強化タイプは他に活動内容を記載する
事が無いので、活動記録、活動費支出簿と整合性を取りながら
記載して下さい。地域活動型（森林資源活用、竹林資源活用）
はモニタリング結果報告書から、関係人口・創出・維持タイプは
実施結果報告書から簡単に記載して下さい。また、地域活動型
には素材生産等の状況も必ず記載してください。

１ 活動推進費
活動エリアの範囲を確認しながら森林状況調査を行い、森林整備の目標を検討

し、活動方法の共有化するために室内打合せを行った、このほか、作業を安全に
進めるためにヘルメットを購入した。

２ 地域活動型
★ モニタリングが森林整備の場合

ａ 森林資源活用
活動エリア内で伐採する50本のうち本年度目標の20本を伐採した。また伐採木

の一部を搬出し、薪用に玉切りした。



ｂ 竹林資源活用
侵入竹除去の場合

目標とした林内の見通し30ｍを確保することができた。また伐採した篠ダケを
植栽木の支柱に利用するため1.8ｍに切りそろえた。
竹林整備の場合

本年度の目標とした立竹密度8本/100㎡を達成した。伐採した竹で堆肥生産
用の枠を作成した。
モニタリングが素材生産量等の場合

エリア１では、竹を伐採して5回の炭焼きを行い200kgの竹炭を生産した。
エリア２では、伐採した木を玉切りし、薪、炭用に1.0㎥の材を搬出した。
エリア３では、草刈、除伐を行うとともに1.0㎥の堆肥を生産した。
エリア４では、竹を伐採、集積し、○kgのタケノコを生産した（モニタリング写真

は５月に再提出）

３ 森林機能強化タイプ
この歩道を塞いでいた5カ所、21本の倒木を伐採し片付け、道幅を確保した。

土砂の流出などで歩道が消失した部分はスコップ等で歩道を作出、また伐採
木を使って簡易的な土留めも作った。

４ 関係人口維持、創出タイプ
地域外から2回、計12人が参加して、竹の伐採と搬出作業を実施した。詳細

は別紙実施結果報告書のとおり。



適正な使用

活動の実施



メニューごとの採択額の流用は
禁止
例えば、活動推進費の採択額
が余っても、地域活動型（竹林
資源活用）で使うことはできない



実施状況整理票

間伐等（除伐・枝打ち含む）
の実施面積

事務局に相談してください

「アドバイザー制度の利用」は、別途定めるアドバイザー制度による指導・助言を受けた場合
は、該当する指導・助言の数字を記入し、それ以外は空欄とすること。
①森林施業、②侵入竹の伐採・除去・利活用、③森林資源の活用、④森林生態、植生、⑤関
係人口、⑥組織づくり、⑦安全管理、⑧その他

関係人口創出・維持の活動を通じて作業に参加した地域外関係者数（延べ人数）

⇒  関係人口創出・維持メニューを実施した場合に記入、実施しなかった場合は空欄でよい
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交付金の請求は採択額を
上限とするが、支出額が
採択額に満たない場合は、
支出額しか交付金を請求
できない

日当は、最後にまとめて
会員個々に支払う、日当
領収書の日付
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 実 施 年 月 日 ：令和6年11月26日（日）

実
施
状
況
写
真

関係人口参加者氏名住所

氏名 住所 氏名 住所

1 遠藤孝三 市原市青柳 11 藤田勘三郎 八街市

2 遠藤史与 市原市国分寺台中央 12

3 遠藤祐史郎 市原市国分寺台中央 13

4 伊藤明 市原市ちはら台南 14

5 伊藤由岐 市原市ちはら台南 15

6 時田逸紀 千葉市 16

7 時田陽 千葉市 17

8 石松陽太 千葉市 18

9 石松啓太 千葉市 19

10 鶴見咲子 大田区 20

「千葉県の林を愛する会」の会員など11名に、７年前に植栽したスギ林で地上から
届く範囲の枝打ちと落とした枝の集積を手伝ってもらった。作業の前に、会長か
ら、安全確認と作業方法の説明を行うと共に、この作業により林床に光が届き、林
内の風通しも良くなるため、枝打ちは健全なスギ林育成名作業であることを併せて
説明した。

関係人口創出・維持タイプ結果報告書

実
施
内
容

団体名：
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写真モニタリング箇所等モニタリング方法作業内容活動の目的

前後
基本的に
次年度は
別箇所

エリアごと、エリア面積：
～0.3ha ⇒ 1、～0.5ha ⇒ 2、
～1.0ha ⇒ 3、1.0ha～ ⇒ 4

距離見通し
刈り払い
灌木除去

森林の多面的機能発揮
の向上と資源活用のため、
見通しをよくする、林内を
歩けるようにする

伐根を抽
出

1年間に
目標の
1/3

エリア内本数の5～10％全本数伐採木伐採
森林の多面的機能発揮
の向上と資源活用ため、
林床を明るくする

前後エリア全面積回数面積下刈

森林の多面的機能発揮
向上と資源活用のため、
森を育てる

前後
年間目標
は応相談

エリア全面積枝打高面積枝打ち

伐根を抽
出

1年間に
目標の
1/3

エリア内本数の10～30％本数伐採木

徐間伐 前後
目標達成
時は標準
地を移動

エリアごと、エリア面積：
～0.5ha ⇒ 1、～1.0ha ⇒ 2、
1.0ha～ ⇒ 3

標準地
立木
密度

前後
目標達成
時は標準
地を移動

エリアごと、エリア面積：
～0.5ha ⇒ 1、～1.0ha ⇒ 2、
1.0ha～ ⇒ 3

標準木
相対幹
距比

生産結果生産量が把握できる写真
素材項目と生産
量等（利用量）

素材生産
里山林活性化に資する資
源活用のため、素材を生
産する。



写真モニタリング箇所等モニタリング方法作業内容活動の目的

前後

基本的
に次年
度は別
箇所

エリアごと、エリア面積：
～0.3ha ⇒ 1、～0.5ha ⇒ 2、
～1.0ha ⇒ 3、1.0ha～ ⇒ 4

距離見通し刈り払いシノダケ森林の多面
的機能発揮
向上のため、
侵入竹を除
去する 前後

目標達
成時は
標準地
を移動

エリアごと、エリア面積：
～0.5ha ⇒ 1、～1.0ha ⇒ 2、
1.0ha～ ⇒ 3

標準地
除去
本数

伐竹
シノダケ
以外

前後

目標達
成時は
標準地
を移動

エリアごと、エリア面積：
～0.5ha ⇒ 1、～1.0ha ⇒ 2、
1.0ha～ ⇒ 3

標準地
立竹
密度

伐竹
森林の多面的機能発
揮向上のため、竹林を
整備する

生産量
の全量
または
抽出

1年間に
目標の
1/3

目標生産量の根拠等は勘
案する
（例えば、木材であればエリ
アの本数の5～10％を伐採
して得られる材積）

生産量

竹(炭、竹材
等)、たけのこ、
木材、落葉、き
のこ原木、き
のこ、・山菜

森林の多面的機能発
揮向上のため、森林資
源を利用する

生産結
果

生産量が把握できる写真
素材項目と生産量
等（利用量）

素材生産
里山林活性化に資する
資源活用のため、素材
を生産する。



令和７年度 モニタリング結果報告書

１ 活動の目標

1エリア名
地域活動型（森林資源
活用）

タイプ名

目標 林内を適度に見通すことができ森林管理が容易な森に再生する、また、
林床への光の到達を増やし、林床植物の多様化と土壌の活性化を図る。

モニタリング調査方法 活動１～２年目（令和７～８年度）は見通しの距離、３
年目（令和９年度）は伐採本数とする。

２ 活動実施前の標準地の状況（令和 年度）

ほとんどの見通しでき
ず、また林床も暗い。

標準地の
状況を記載

３ 活動１年目の標準地の状況（令和７年度）

エリアの半分で見通し２
０ｍを確保することを目
標として活動し、エリアの
概ね半分で２０ｍ以上の
見通しを確保した。

※ 記載は簡潔に！

標準地の
状況を記載

100%
目標達成
度
次年度に
向けた改善
策

1年間で達成する目標と
結果を記載する

達成度が高いと目標
が低かったことになり、
目標を高く設定しなお
す必要がある
達成度が低い場合は
事務局と相談

見通し前後の写真、
エリアの面積に
よって枚数は異な
る。

見通し前後の写真、エ
リアの面積によって枚
数は異なる。

3年間で達成する目標を記載
する
目標は努力目標でなく、実現
可能な目標

モニタリング報告書はエリアごと
に作成する
同じエリア内にモニタリングポイ
ントが複数ある場合はそれぞれ
作成する

できる限り、100％、または概ね
100％と記載できるようにする



各タイプの活動状況の写真の内容と枚数について

写真の内容と枚数タイプ等

活動中の写真（室内打合せ、林況調査、調査のための伐開、エリ
ア範囲調査、作業道作りなど）

２～３枚活動推進費

エリアごとに活動前と終了後の2枚で1セット、エリア面積：～0.3ha ⇒ 1、
～0.5ha ⇒ 2、～1.0ha ⇒ 3、1.0ha～ ⇒ 4セット
エリアごとに生産量に関する活動写真1～2枚

森林及び竹林資源活用
モニタリング：生産量等以
外

エリアごとに活動中の写真（伐採、搬出、運搬、落葉集め、集積、タケノコ掘
りなど）
エリア面積：～0.3ha ⇒ 2～3、～0.5ha ⇒ 3～4、～1.0ha ⇒ 4～5、
1.0ha～ ⇒ 5枚～

森林及び竹林資源活用
モニタリング：生産量等

活動前後の写真（伐採、片付け、刈払いなど）、～50ｍ ⇒ 2、～100ｍ ⇒ 3、
～150ｍ ⇒ 4、～200ｍ ⇒ 5枚、それ以上は事務局と相談

森林機能強化

活動中の写真、実施日については団体会員以外の人の活動の手
伝い（運搬、伐採、刈払い、炭焼き、落葉集めなど）、準備作業（刈
払い、伐採など）、別途、結果報告書用に1～2枚

2～5枚関係人口創出・維持

「安全講習会の実施予定・実績」に添付、
講習風景（集合写真ではない）
※日当を支払う場合は別途集合写真が必要

1枚安全講習会



関係人口
創出・維持

森林機能強化竹林資源活用森林資源活用活動推進費

●●●●●活動記録

●●●●●日当支払い一覧表

●●●●●集合写真

●●※1●※1●活動（作業）状況写真

●●※2●※2活動（作業）前後の写真

●※2●※2活動（素材生産）状況写真

●●●●●活動費支出簿

●●●●●日当領収書

●●●●●領収書、レシート等

（○）（○）（○）委託作業証拠写真

●●モニタリング結果報告書

●結果報告書

※1：素材の生産量等以を モニタリング目標とする場合には必要

※2：素材の生産量等以外を モニタリング目標とする場合には必要



燃料の記録簿を作成する

例：チェーンソーの一部を
バッテリー式に変更



例：バイオネスト作りを勉強した

例：飲み物はペットボトルではなく水筒で持参をするよう努めた

例：林床を明るくし、下層植生の多様化に努めた



例：研修を実施した

例：作業後に
整備、点検 写真

例：作業前に
安全確認写真








